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多様な地域農業の担い手を確保・育成するため、従来の講座研修に技術実践型の研修やＩＣＴ機器を活
用した農業情報の配信を組み合わせ、新規就農者の早期技術習得を図る。また早期成園化が可能な栽
培方法の実態調査と事例収集を行う。

１　技術実践型講座の開催「短期習得実践道場」
　①講座の開催　りんご新わい化栽培及びぶどう短梢無核栽培
　②技術実践ほ場の設置　りんご及びぶどう　各１か所
２　ＩＣＴ活用によるリアルタイムな情報提供と実践支援
　①定点カメラ撮影及び画像配信　４か所
　②定点気象観測及び観測値配信　２か所
３　早期成園化（半わい化）栽培の実態調査
　①県外実践事例の実態調査（２県）の収集

785,231

「りんご新わい化栽培」及び「ぶどう短梢無核栽培」の技術実践ほ場の設置により、受講生自ら
が講座実施日以外でもほ場の観察や実践管理が可能とし、早期技術習得により「りんご新わい
化栽培10名」及び「ぶどう短梢無核栽培10名」を育成する。また、県外のりんご半わい化栽培に
係る先進事例を実態把握し、関係団体と調査報告を取りまとめる。
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長野農業改良普及センター

地域振興推進費事業計画・自己評価書　

現 状 と
課 題

農業改良普及センターやＪＡ等で開催している各種品目の講座は、講義形式で行うのが一般的で、管理
作業等の実技を伴わないため、営農に必要な技術の習得に時間を要することが課題となっている。また
早期成園化が期待できる栽培方法として様々な事例があるが、各栽培方法の特徴をまとめた資料はな
く、農業者が自分に合った栽培方法を安心して選択できない状況にある。
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１　技術実践型講座の開催
（１）りんご新わい化栽培（高密植等）
　・設置場所：長野市上駒沢
　・実践品種：「秋映」
　・道場生：農家子弟Ｕターン就農者等10名
　・開講日：平成２９年４月2５日
　・講座回数：７回、その他特別講座３回

（２）ぶどう短梢無核栽培
　・設置場所：長野市真島町
　・実践品種：「シャインマスカット」
　・道場生：農家子弟Ｕターン就農者等６名
　・開講日：平成２９年５月１８日
　・講座回数：８回、その他特別講座３回

２　ＩＣＴ活用による情報提供
    （情報集積場所の開設）
　・「短期習得実践道場」Ｗｅｂ上に専用の「情報集
　　積場所」を開設し、各コーナーで技術習得支援
　　①講座案内等の連絡
　　②講座、各種技術資料の掲載
　　③質問及び回答
　　④実践ほ場の定点カメラ画像（2回／日）と気象

３　早期成園化栽培の実態調査
　・県外で普及している事例の実態調査3ヶ所
　　（秋田県・山形県）
　・管内の実践事例の調査４ヶ所

　　　観測情報（1時間毎）の画像配信

　　　（「情報集積場所」画像）

１　技術実践型講座及びＩＣＴ活用による
　情報提供

　・道場生１6名（りんご10名、ぶどう6名
　　）が参加され、ＪＡ及び園主と連携し
　　てリアルタイムな講座や情報提供に
　　より、早期技術習得につながった。

　・道場生のうち「りんご新わい化栽培」
　　へ６名、「ぶどう短梢無核栽培」へ
　　３名が取組んだ。

　・Ｗｅｂ上に講座資料や質問・回答を
　　掲載し、スマートホン等で自己ほ場
　　でも確認できることから反復学習効
　　果が高まっている。

　・習得度について、基本技術を９項目
　　設定し、①全く理解できていない～
　　⑤十分理解できたの５段階評価を、
　　アンケート調査したところ、平均評
　　価３以上の道場生は、りんごでは９
　　名中７名、ぶどうでは６名中４名と、
　　ほぼ順調に習得された。

２　早期成園化栽培の県外事例の実態
　把握

　・県外事例をＪＡと連携して把握し、
　　事例集（栽培目安）作成の基礎を
　　取りまとめた。

　　（技術実践型講座の開催状況）

１　高品質・早期多収技術の短期習得講座による果樹担い手層の強化育成事業を平成30年度
　～31年度まで実施する。
　（１）技術実践型講座の開催「短期習得実践道場」
　（２）ＩＣＴ活用によるリアルタイムな情報提供と実践支援
　　　※平成30年度からFacebookも活用し、動画配信や情報共有を更に進める。
２　新たなりんご栽培方法の調査を平成30年度まで実施し、農業者向け資料を作成する。
　（１）早期成園化（新わい化・半わい化）栽培の管内実態調査と事例集の作成
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